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６
月
28
日
午
後
７
時
か
ら
、
戸
沢

村
女
性
消
防
隊
に
よ
っ
て
火
の
用
心

の
声
か
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
沢
内
地
区
で
の
ぼ
り
旗
を
持
ち
、

拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
歩
き

途
中
住
民
に
声
を
か
け
な
が
ら
活
動

し
ま
し
た
。

　
年
々
、
消
防
団
員
数
が
減
少
し
て

予
防
活
動
も
大
変
で
す
が
、
災
害
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
６
月
27
日
、
第
10
回
議
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
優
勝
者
は
庄
司
初
江
さ
ん
で
、
昨
年
に

引
き
続
き
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
行
動
が
制
限
さ
れ
、
そ
れ
に

い
経
済
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
大
変
な
状
況
下
で
も
、

助
け
合
っ
て
こ
の
困
難
を
乗
り
超
え
よ

う
と
す
る
姿
勢
に
感
動
し
ま
し
た
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
ア
ス
リ

ー
ト
の
、
ど
ん
な
状
況
で
も
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
前
進
す
る
姿
勢
に
感
動
。

　
ガ
ン
バ
レ
！

　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
健
一

表
紙
の
言
葉

議会傍聴のお知らせ

9月9日㈭～15日㈬

本議会は、インターネットでもご覧
いただけます。詳しくは議会事務局
☎72-2113にお問い合せください。

次の定例会の予定は下記のとおりです。

豊かな自然に四季のかおりと舟唄のこだまする村をつくろう

2021 №140
2021年６月定例会

2021 №140
6月定例会

3p
4～9p

補正予算 総額39億7,300万円に

第2回戸沢村議会臨時会　常任委員会報告　議会日誌
村政を問い正す！ 避難所設営時の感染症対策は……5議員登壇

10p

2p 1億1,100万円を可決

戸沢村女性消防隊火災予防活動

2021 №140

結婚記念日／2021年2月22日 

裕樹さん、
温美さん、ご結婚

おめでとうございます！
たくさんの幸せを
みつけてね！

〔趣味〕カラオケ、ドライブ
〔好きな食べ物〕高麗館のチヂミ
〔出会い〕職場の同僚

花嫁さんの
ひとこと

第37回

蔵 岡 柳 田 裕 樹さん ・ 温 美さん
枝 音くん

　　真室川町からお嫁に来まし
た。これからどんなことがある
のかと、わくわくしています。
どうか今後とも柳田ファミリー
をよろしくお願いします。

花嫁さんに乾杯 表紙の言葉・編集後記

戸沢村女性消防隊火災予防活動

ゆ う き あ つ み

し お ん

柳田裕樹さん&温美さん夫婦（蔵岡）
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6/15～6/16
定例会
6月

　
６
月
定
例
会
は
６
月
15
日
か
ら
16
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期

で
行
わ
れ
た
。
報
告
事
項
２
件
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
１
件
、

専
決
処
分
の
承
認
１
件
を
審
議
し
、
全
議
案
を
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
５
議
員
が
登
壇
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避

難
所
運
営
、
幼
児
教
育
の
あ
り
方
と
保
小
連
携
の
進
め
方
、
新

型
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
、
自
殺
対
策
、
民
生
（
児
童
）
委
員
活

動
環
境
の
充
実
、
定
住
促
進
、
持
家
住
宅
整
備
促
進
事
業
補
助

金
、
婚
活
支
援
、
新
生
戸
沢
学
園
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
産

者
（
事
業
者
）
支
援
、
農
業
振
興
策
、
災
害
対
応
等
々
多
岐
に

わ
た
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

総額39億7300万円に

補正予算
1億1,100万円を可決

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）概
要

主
な
歳
入

主
な
歳
出

　
水
道
使
用
料
の
滞
納
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
、
滞
納
者
が

死
亡
し
た
場
合
、
時
効
が
消
滅

し
不
能
欠
損
処
分
と
し
て
扱
わ

れ
債
権
が
放
棄
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
平
成
８
年
度
以
降

の
水
道
使
用
料
の
債
権
放
棄
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
４
月
28
日
に
行
わ

れ
、
５
つ
の
議
案
す
べ
て
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
令
和
２
年
度
戸
沢
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
の
専

決
処
分
の
承
認

〇
令
和
２
年
度
戸
沢
村
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）の
専
決
処
分
の
承
認

〇
戸
沢
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
承
認

〇
令
和
３
年
度
戸
沢
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
ぽ

ん
ぽ
館
屋
根
等
改
修
工
事
）

　
今
回
の
補
正
は
、
前
年
度
繰

越
措
置
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
約
９
０
０
０
万
円
の

事
業
計
画
策
定
に
伴
う
予
算
が

計
上
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
関
連
以
外
の

一
部
必
要
経
費
も
計
上
さ
れ
た
。

総
務
費
国
庫
補
助
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

８
９
３
１
万
５
千
円

地
域
振
興
拠
点
施
設
管
理
運
営

費高
麗
館
施
設
管
理
運
営
事
業
費

１
８
０
０
万
円

換
気
対
応
エ
ア
コ
ン
設
置
等

ぽ
ん
ぽ
館
施
設
管
理
運
営
事
業

費
　
２
５
０
０
万
円

抗
菌
フ
ロ
ア
設
置
等
館
内
改
装

商
工
費

と
ざ
わ
応
援
商
品
券
配
布
事
業

委
託
料
　
１
４
５
５
万
円

議
会
日
誌
（
４
月
〜
６
月
）

４
月

５
月

　
　
２
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
７
日
　
義
務
教
育
学
校
戸
沢
村
立
戸
沢
学
園
開
校
式

　
　
　
　
　
最
上
市
町
村
議
会
議
長
・
事
務
局
長
合
同
会
議

　
　
８
日
　
令
和
3
年
度
戸
沢
村
立
戸
沢
学
園
入
学
式

　
　
15
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
21
日
　
例
月
出
納
検
査

　
　
　
　
　
最
上
峡
舟
下
り
安
全
祈
願
祭

　
　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
23
日
　
戸
沢
村
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
総
会

　
　
26
日
　
戸
沢
村
遺
族
会
総
会

　
　
28
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
第
２
回
戸
沢
村
議
会
臨
時
会

　
　
７
日
　
最
上
地
区
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
及
び
議
員
全
員
協
議
会

　
　
12
日
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
最
上
地
区
広
域
連
合
臨
時
会

　
　
14
日
　
戸
沢
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

　
　
17
日
　
最
上
地
方
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
最
上
市
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
全
員
協
議
会

　
　
18
日
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
5
月
臨
時
会

　
　
　
　
　
最
上
開
発
協
議
会
総
会

　
　
21
日
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
例
月
監
査

　
　

　
７
月
９
日
に
社
会
福
祉
協
議

会
を
視
察
し
、
住
民
の
抱
え
る

問
題
や
、
協
議
会
の
活
動
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
中
央
公
民
館
を
会
場

に
、
教
育
長
、
校
長
、
共
育
課

長
と
子
供
た
ち
の
学
校
生
活
に

つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意

見
、
情
報
を
福
祉
、
教
育
の
向

上
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今
後

　
６
月
16
日
、
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
空
き
家
問
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

「
作
業
小
屋
や
蔵
な
ど
も
該
当

に
な
ら
な
い
か
」
、
「
倒
壊
寸

前
ま
で
待
つ
し
か
な
い
の
か
」

「
趣
旨
と
基
準
に
差
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
、
「
活
用
で
き

る
空
き
家
が
あ
っ
て
も
相
続
人

不
明
の
問
題
も
」
な
ど
、
危
険

な
空
き
家
・
再
利
用
可
能
な
空

き
家
に
つ
い
て
意
見
が
多
数
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
点
で
、
老
朽
危
険
空

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総額39億7300万円に

補正予算
1億1,100万円を可決

も
継
続
的
に
協
議
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
委
員
長
　
柿
﨑
　
英
矢

き
家
事
業
費
補
助
金
の
申
請
が

６
棟
あ
り
、
う
ち
１
棟
が
対
象

で
、
空
き
家
を
活
用
す
る
場
合

は
空
き
家
バ
ン
ク
の
要
綱
作
成

が
必
要
で
現
在
準
備
中
と
の
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
委
員
長
　
阿
部
　
光
樹

６
月

　
　
　
　
　
戸
沢
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
評
議
員
会

　
　
22
日
　
戸
沢
学
園
運
動
会

　
　
24
日
　
例
月
出
納
検
査

　
　
25
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会
長

　
　
　
　
　
及
び
理
事
・
監
事
合
同
会
議

　
　
26
日
　
最
上
県
政
懇
話
会
例
会

　
　
28
日
　
戸
沢
村
共
育
推
進
研
究
所

　
　
　
　
　
及
び
戸
沢
村
地
域
学
校
協
働
本
部
総
会

　
　
31
日
　
知
事
を
囲
む
市
町
村
自
治
振
興
懇
談
会

　
　
１
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
　
３
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
戸
沢
村
観
光
物
産
協
会
理
事
会

　
　
７
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

　
　
８
日
　
戸
沢
村
産
業
振
興
公
社
役
員
会

　
　
10
日
　
戸
沢
村
観
光
物
産
協
会
総
会

　
　
15
日
　
６
月
定
例
会
（
本
会
議
）

　
　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
16
日
　
６
月
定
例
会
（
本
会
議
）

　
　
　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
21
日
　
例
月
出
納
検
査

　
　
22
日
　
最
上
市
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
最
上
地
方
町
村
議
会
議
長
会

　
　
23
日
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
例
月
監
査

　
　
24
日
　
戸
沢
村
産
業
振
興
公
社
株
主
総
会

　
　
25
日
　
最
上
地
区
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
及
び
議
員
全
員
協
議
会

　
　
27
日
　
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
28
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
29
日
　
最
上
地
区
広
域
連
合
定
例
会

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
の

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

令
和
３
年
第
２
回

　
戸
沢
村
議
会
臨
時
会

令
和
３
年
第
２
回

　
戸
沢
村
議
会
臨
時
会

空き家対策会議 社会福祉協議会視察
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６
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６
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２
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５
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。

〇
令
和
２
年
度
戸
沢
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
の
専

決
処
分
の
承
認

〇
令
和
２
年
度
戸
沢
村
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）の
専
決
処
分
の
承
認

〇
戸
沢
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
承
認

〇
令
和
３
年
度
戸
沢
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
ぽ

ん
ぽ
館
屋
根
等
改
修
工
事
）

　
今
回
の
補
正
は
、
前
年
度
繰

越
措
置
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
約
９
０
０
０
万
円
の

事
業
計
画
策
定
に
伴
う
予
算
が

計
上
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
関
連
以
外
の

一
部
必
要
経
費
も
計
上
さ
れ
た
。

総
務
費
国
庫
補
助
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

８
９
３
１
万
５
千
円

地
域
振
興
拠
点
施
設
管
理
運
営

費高
麗
館
施
設
管
理
運
営
事
業
費

１
８
０
０
万
円

換
気
対
応
エ
ア
コ
ン
設
置
等

ぽ
ん
ぽ
館
施
設
管
理
運
営
事
業

費
　
２
５
０
０
万
円

抗
菌
フ
ロ
ア
設
置
等
館
内
改
装

商
工
費

と
ざ
わ
応
援
商
品
券
配
布
事
業

委
託
料
　
１
４
５
５
万
円

議
会
日
誌
（
４
月
〜
６
月
）

４
月

５
月

　
　
２
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
７
日
　
義
務
教
育
学
校
戸
沢
村
立
戸
沢
学
園
開
校
式

　
　
　
　
　
最
上
市
町
村
議
会
議
長
・
事
務
局
長
合
同
会
議

　
　
８
日
　
令
和
3
年
度
戸
沢
村
立
戸
沢
学
園
入
学
式

　
　
15
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
21
日
　
例
月
出
納
検
査

　
　
　
　
　
最
上
峡
舟
下
り
安
全
祈
願
祭

　
　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
23
日
　
戸
沢
村
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
総
会

　
　
26
日
　
戸
沢
村
遺
族
会
総
会

　
　
28
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
第
２
回
戸
沢
村
議
会
臨
時
会

　
　
７
日
　
最
上
地
区
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
及
び
議
員
全
員
協
議
会

　
　
12
日
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
最
上
地
区
広
域
連
合
臨
時
会

　
　
14
日
　
戸
沢
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

　
　
17
日
　
最
上
地
方
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
最
上
市
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
全
員
協
議
会

　
　
18
日
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
5
月
臨
時
会

　
　
　
　
　
最
上
開
発
協
議
会
総
会

　
　
21
日
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
例
月
監
査

　
　

　
７
月
９
日
に
社
会
福
祉
協
議

会
を
視
察
し
、
住
民
の
抱
え
る

問
題
や
、
協
議
会
の
活
動
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
中
央
公
民
館
を
会
場

に
、
教
育
長
、
校
長
、
共
育
課

長
と
子
供
た
ち
の
学
校
生
活
に

つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意

見
、
情
報
を
福
祉
、
教
育
の
向

上
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今
後

　
６
月
16
日
、
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
空
き
家
問
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

「
作
業
小
屋
や
蔵
な
ど
も
該
当

に
な
ら
な
い
か
」
、
「
倒
壊
寸

前
ま
で
待
つ
し
か
な
い
の
か
」

「
趣
旨
と
基
準
に
差
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
、
「
活
用
で
き

る
空
き
家
が
あ
っ
て
も
相
続
人

不
明
の
問
題
も
」
な
ど
、
危
険

な
空
き
家
・
再
利
用
可
能
な
空

き
家
に
つ
い
て
意
見
が
多
数
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
点
で
、
老
朽
危
険
空

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総額39億7300万円に

補正予算
1億1,100万円を可決

も
継
続
的
に
協
議
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
委
員
長
　
柿
﨑
　
英
矢

き
家
事
業
費
補
助
金
の
申
請
が

６
棟
あ
り
、
う
ち
１
棟
が
対
象

で
、
空
き
家
を
活
用
す
る
場
合

は
空
き
家
バ
ン
ク
の
要
綱
作
成

が
必
要
で
現
在
準
備
中
と
の
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
委
員
長
　
阿
部
　
光
樹

６
月

　
　
　
　
　
戸
沢
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
評
議
員
会

　
　
22
日
　
戸
沢
学
園
運
動
会

　
　
24
日
　
例
月
出
納
検
査

　
　
25
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会
長

　
　
　
　
　
及
び
理
事
・
監
事
合
同
会
議

　
　
26
日
　
最
上
県
政
懇
話
会
例
会

　
　
28
日
　
戸
沢
村
共
育
推
進
研
究
所

　
　
　
　
　
及
び
戸
沢
村
地
域
学
校
協
働
本
部
総
会

　
　
31
日
　
知
事
を
囲
む
市
町
村
自
治
振
興
懇
談
会

　
　
１
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
　
３
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
戸
沢
村
観
光
物
産
協
会
理
事
会

　
　
７
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

　
　
８
日
　
戸
沢
村
産
業
振
興
公
社
役
員
会

　
　
10
日
　
戸
沢
村
観
光
物
産
協
会
総
会

　
　
15
日
　
６
月
定
例
会
（
本
会
議
）

　
　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
16
日
　
６
月
定
例
会
（
本
会
議
）

　
　
　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
21
日
　
例
月
出
納
検
査

　
　
22
日
　
最
上
市
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
最
上
地
方
町
村
議
会
議
長
会

　
　
23
日
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
例
月
監
査

　
　
24
日
　
戸
沢
村
産
業
振
興
公
社
株
主
総
会

　
　
25
日
　
最
上
地
区
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
及
び
議
員
全
員
協
議
会

　
　
27
日
　
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
28
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
29
日
　
最
上
地
区
広
域
連
合
定
例
会

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
の

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

令
和
３
年
第
２
回

　
戸
沢
村
議
会
臨
時
会

令
和
３
年
第
２
回

　
戸
沢
村
議
会
臨
時
会

空き家対策会議 社会福祉協議会視察
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村政を問い正す！
5名の議員が一般質問

一般質問

加藤政一　議員

問

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難

所
の
感
染
症
対
策
と
、
改
正
災

害
対
策
基
本
法
施
行
に
伴
う
避

難
計
画
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

村
長

　昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
原
資
に
、
村
が
開
設
す
る

避
難
所
の
備
蓄
品
、
消
耗
品
、

備
品
等
を
購
入
し
避
難
所
の
環

境
整
備
と
避
難
者
の
健
康
管
理

に
向
け
た
整
備
を
行
い
、
そ
れ

ら
に
加
え
、
災
害
の
規
模
や
時

期
、
開
設
期
間
に
合
わ
せ
た
資

材
の
運
用
、
調
達
を
図
り
ま
す
。

　避
難
の
考
え
方
は
、
「
難
を

逃
れ
る
行
動
」
と
示
さ
れ
て
い

村政を問い正す！

一般質問とは、議員個人が村の事務執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
村長に求め、村が村民のために適切な村政運営を進めているかをチェックするもの。

Ⅰ加藤　政一議員……………………………………………………………………………………５P
●避難所における感染症対策及び、災害時の避難計画について

●保育要領等の改定による幼児教育のあり方、保小連携の進め方について

●ワクチン接種に伴う事務量の増加と新型コロナウイルス変異株感染対策について

Ⅱ柿﨑　英矢議員……………………………………………………………………………………６P
▲自殺対策及び民生委員・児童委員活動環境の改善について

▲戸沢村未来創造プロジェクト会議発足後の経過、進捗状況について

Ⅲ阿部　光樹議員……………………………………………………………………………………７P
■持家住宅整備促進事業補助金について

■婚活等の支援事業について

Ⅳ岡田　孝一議員……………………………………………………………………………………８P
◆新生戸沢学園について

Ⅴ小野　宏　議員……………………………………………………………………………………９P
★イベント中止による支援策は

★農業振興策について（担い手育成・農地管理）

★災害に備えた村の対応について

★ハザードマップ更新について

★今後における豚糞堆肥の活用計画は

※灰色の見出しは、一般質問を行ったが掲載を割愛した質問です。

一般質問とは、議員個人が村の事務執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
村長に求め、村が村民のために適切な村政運営を進めているかをチェックするもの。

5名の議員が一般質問

避
難
所
設
営
時
の
感
染
症
対
策
は

ま
す
。
人
員
の
配
置
や
行
動
は
、

戸
沢
村
地
域
防
災
計
画
で
定
め

て
い
ま
す
。
村
が
避
難
所
を
開

設
す
る
場
合
は
、
事
前
に
対
応

す
る
職
員
を
定
め
コ
ロ
ナ
禍
の

対
応
な
ど
迅
速
、
柔
軟
に
行
え

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問

　避
難
者
の
不
安
解
消
に
む

け
被
害
状
況
の
情
報
提
供
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長

　不
安
解
消
は
大
切
な
事

で
、
確
実
な
被
災
状
況
の
情
報

提
供
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問

　保
育
要
領
等
の
改
訂
に
よ

る
幼
児
教
育
の
あ
り
方
と
、
保

小
連
携
の
進
め
方
は
。

教
育
長

　保
育
要
領
等
の
改
訂

に
よ
り
、
異
な
る
教
育
機
関
で

過
す
子
ど
も
た
ち
も
、
全
国
ど

こ
で
も
同
じ
水
準
の
質
の
高
い

幼
児
教
育
の
提
供
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　指
導
内
容
、
育
て
た
い
資
質

能
力
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
保
小
連
携
は
一
層
進
め
や

す
く
な
る
と
考
え
ま
す
。
日
常

的
に
、
幼
児
と
児
童
の
交
流
を

充
実
さ
せ
連
携
を
深
め
、
幼
児
・

学
校
教
育
を
同
じ
目
線
、
方
向

性
で
進
め
て
行
き
ま
す
。

保
小
連
携
の
進
め
方
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

変
異
株
感
染
症
対
策
は

問

　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
実
施
さ
れ
、
事
務
量
増
加

で
、
一
部
職
員
の
負
担
に
な
っ

て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、
ウ
イ

ル
ス
の
変
異
株
に
よ
り
感
染
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対

策
は
十
分
か
。

村
長

　
　健
康
福
祉
課
内
に
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
班
を
設
置

し
、
人
員
も
専
門
員
１
名
、
会

計
年
度
任
用
職
員
２
名
配
置
し

体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
日
に
は
、
退
職
さ

れ
た
看
護
師
、
保
健
師
に
応
援

を
い
た
だ
き
、
診
療
所
と
連
携

し
、
課
全
体
で
分
担
し
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
集
団
接

種
時
に
は
、
最
上
地
区
医
師
会

よ
り
医
師
・
看
護
師
そ
れ
ぞ
れ

２
名
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、

課
全
体
の
取
組
み
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　変
異
株
の
中
に
は
、
感
染
力

が
強
く
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
物
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
三
密
回
避
等
の
基

本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
改
め

て
徹
底
し
、
変
異
株
が
確
認
さ

れ
て
い
る
地
域
と
の
往
来
に
注

意
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　こ
れ
ま
で
感
染
事
例
が
た
ま

た
ま
村
内
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
感
染
の
可
能
性
が
周

辺
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現

在
の
感
染
対
策
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

避難所用に新たに配置された備品

ワクチン集団接種受付会場

ワクチン集団接種会場



⑤　とざわむら議会だより　第140号 令和3年　6月定例会　④

村政を問い正す！
5名の議員が一般質問

一般質問

加藤政一　議員

問

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難

所
の
感
染
症
対
策
と
、
改
正
災

害
対
策
基
本
法
施
行
に
伴
う
避

難
計
画
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

村
長

　昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
原
資
に
、
村
が
開
設
す
る

避
難
所
の
備
蓄
品
、
消
耗
品
、

備
品
等
を
購
入
し
避
難
所
の
環

境
整
備
と
避
難
者
の
健
康
管
理

に
向
け
た
整
備
を
行
い
、
そ
れ

ら
に
加
え
、
災
害
の
規
模
や
時

期
、
開
設
期
間
に
合
わ
せ
た
資

材
の
運
用
、
調
達
を
図
り
ま
す
。

　避
難
の
考
え
方
は
、
「
難
を

逃
れ
る
行
動
」
と
示
さ
れ
て
い

村政を問い正す！

一般質問とは、議員個人が村の事務執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
村長に求め、村が村民のために適切な村政運営を進めているかをチェックするもの。

Ⅰ加藤　政一議員……………………………………………………………………………………５P
●避難所における感染症対策及び、災害時の避難計画について

●保育要領等の改定による幼児教育のあり方、保小連携の進め方について

●ワクチン接種に伴う事務量の増加と新型コロナウイルス変異株感染対策について

Ⅱ柿﨑　英矢議員……………………………………………………………………………………６P
▲自殺対策及び民生委員・児童委員活動環境の改善について

▲戸沢村未来創造プロジェクト会議発足後の経過、進捗状況について

Ⅲ阿部　光樹議員……………………………………………………………………………………７P
■持家住宅整備促進事業補助金について

■婚活等の支援事業について

Ⅳ岡田　孝一議員……………………………………………………………………………………８P
◆新生戸沢学園について

Ⅴ小野　宏　議員……………………………………………………………………………………９P
★イベント中止による支援策は

★農業振興策について（担い手育成・農地管理）

★災害に備えた村の対応について

★ハザードマップ更新について

★今後における豚糞堆肥の活用計画は

※灰色の見出しは、一般質問を行ったが掲載を割愛した質問です。

一般質問とは、議員個人が村の事務執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
村長に求め、村が村民のために適切な村政運営を進めているかをチェックするもの。

5名の議員が一般質問

避
難
所
設
営
時
の
感
染
症
対
策
は

ま
す
。
人
員
の
配
置
や
行
動
は
、

戸
沢
村
地
域
防
災
計
画
で
定
め

て
い
ま
す
。
村
が
避
難
所
を
開

設
す
る
場
合
は
、
事
前
に
対
応

す
る
職
員
を
定
め
コ
ロ
ナ
禍
の

対
応
な
ど
迅
速
、
柔
軟
に
行
え

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問

　避
難
者
の
不
安
解
消
に
む

け
被
害
状
況
の
情
報
提
供
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長

　不
安
解
消
は
大
切
な
事

で
、
確
実
な
被
災
状
況
の
情
報

提
供
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問

　保
育
要
領
等
の
改
訂
に
よ

る
幼
児
教
育
の
あ
り
方
と
、
保

小
連
携
の
進
め
方
は
。

教
育
長

　保
育
要
領
等
の
改
訂

に
よ
り
、
異
な
る
教
育
機
関
で

過
す
子
ど
も
た
ち
も
、
全
国
ど

こ
で
も
同
じ
水
準
の
質
の
高
い

幼
児
教
育
の
提
供
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　指
導
内
容
、
育
て
た
い
資
質

能
力
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
保
小
連
携
は
一
層
進
め
や

す
く
な
る
と
考
え
ま
す
。
日
常

的
に
、
幼
児
と
児
童
の
交
流
を

充
実
さ
せ
連
携
を
深
め
、
幼
児
・

学
校
教
育
を
同
じ
目
線
、
方
向

性
で
進
め
て
行
き
ま
す
。

保
小
連
携
の
進
め
方
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

変
異
株
感
染
症
対
策
は

問

　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
実
施
さ
れ
、
事
務
量
増
加

で
、
一
部
職
員
の
負
担
に
な
っ

て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、
ウ
イ

ル
ス
の
変
異
株
に
よ
り
感
染
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対

策
は
十
分
か
。

村
長

　
　健
康
福
祉
課
内
に
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
班
を
設
置

し
、
人
員
も
専
門
員
１
名
、
会

計
年
度
任
用
職
員
２
名
配
置
し

体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
日
に
は
、
退
職
さ

れ
た
看
護
師
、
保
健
師
に
応
援

を
い
た
だ
き
、
診
療
所
と
連
携

し
、
課
全
体
で
分
担
し
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
集
団
接

種
時
に
は
、
最
上
地
区
医
師
会

よ
り
医
師
・
看
護
師
そ
れ
ぞ
れ

２
名
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、

課
全
体
の
取
組
み
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　変
異
株
の
中
に
は
、
感
染
力

が
強
く
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
物
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
三
密
回
避
等
の
基

本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
改
め

て
徹
底
し
、
変
異
株
が
確
認
さ

れ
て
い
る
地
域
と
の
往
来
に
注

意
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　こ
れ
ま
で
感
染
事
例
が
た
ま

た
ま
村
内
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
感
染
の
可
能
性
が
周

辺
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現

在
の
感
染
対
策
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

避難所用に新たに配置された備品

ワクチン集団接種受付会場

ワクチン集団接種会場



問

　前
回
、
民
生
委
員
の
数
を

増
や
せ
な
い
か
の
質
問
で
、
民

生
児
童
委
員
協
議
会
で
審
議
し
、

県
に
要
望
を
出
し
て
い
く
と
、

答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　県
に
は
要
望
を
出
し
て

い
る
所
で
す
が
山
形
市
を
除
く

34
市
町
村
の
民
生
委
員
、
児
童

委
員
の
定
数
が
県
条
例
で
定
め

ら
れ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
の

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
で
定
数

の
増
員
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

努
め
て
行
き
ま
す
。

⑦　とざわむら議会だより　第140号 令和3年　6月定例会　⑥

一般質問

柿﨑英矢　議員

一般質問

阿部光樹　議員

問

　昨
年
度
同
時
期
と
比
較
し
、

今
年
度
の
利
用
状
況
を
伺
い
ま

す
。

持
家
住
宅
整
備
促
進
事
業

　
　
　
　
　補
助
金
に
つ
い
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
環
境

　の
課
題
及
び
自
殺
対
策
に
つ
い
て

村
長

　５
月
31
日
現
在
の
比
較

で
、
昨
年
度
は
19
件
４
２
１
１

千
円
の
補
助
金
申
請
で
、
今
年

度
は
26
件
４
８
８
９
千
円
の
受

付
で
、
７
件
６
７
８
千
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

　新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実

施
す
る
時
期
は
、
持
家
の
老
朽

化
や
新
世
代
が
後
継
し
や
す
い

様
に
な
ど
、
各
家
庭
で
決
め
て

い
ま
す
。
そ
の
家
庭
が
使
い
た

い
と
き
に
予
算
が
な
く
利
用
で

き
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　各
ご
家
庭
で
新
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
を
計
画
す
る
上
で
、

間
取
や
資
金
に
要
す
る
時
間
が

必
要
と
思
い
ま
す
。

　村
も
当
初
予
算
以
降
、
補
正

予
算
を
計
上
し
、
当
事
業
で
年

度
内
に
完
成
検
査
を
行
う
た
め
、

12
月
補
正
が
最
終
計
上
と
な
り
、

10
月
中
旬
が
補
助
申
請
最
終
期

限
と
認
識
い
た
だ
く
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

問

　戸
沢
村
に
住
み
続
け
、
県

内
や
県
外
か
ら
移
住
し
定
住
し

や
す
く
す
る
た
め
、
ま
た
、
空

き
家
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も

今
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す
い

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
事
業
内
容
、

要
綱
に
し
て
は
ど
う
か
考
え
を

伺
い
ま
す
。

村
長

　村
に
住
ま
い
の
方
な
ら

持
家
整
備
等
を
利
用
さ
れ
、
村

外
を
含
め
定
住
さ
れ
る
方
は
県

の
住
宅
支
援
制
度
を
活
用
す
る

等
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、

基
準
や
制
限
に
よ
り
利
用
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　他
人
の
財
産
に
係
る
事
業
な

の
で
、
平
等
・
公
平
が
基
本
と

捉
え
、
空
き
家
に
関
し
て
は
全

国
的
に
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

他
町
村
を
参
考
と
し
慎
重
に
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

問

　昨
年
ま
で
の
実
施
状
況
や

成
果
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　以
前
は
各
市
町
村
で
独

自
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
22
年
に
最
上
広
域
婚
活
実
行

委
員
会
を
結
成
し
て
い
ま
す
。

　新
庄
最
上
管
内
で
１
０
０
組

以
上
カ
ッ
プ
ル
を
成
立
さ
せ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
も
あ
り
応
募
者

婚
活
等
の
支
援

　
　
　事
業
に
つ
い
て

が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

問

　少
子
化
問
題
や
移
住
定
住

対
策
に
も
つ
な
が
る
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
、
婚
活
支
援
に
つ
い
て

今
後
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を

伺
い
ま
す
。

村
長

　村
と
し
て
も
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

参
加
者
が
い
な
い
の
で
村
単
独

事
業
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
当

面
は
最
上
広
域
婚
活
実
行
委
員

会
に
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

　民
生
委
員
、
児
童
委
員
の

業
務
上
抱
え
る
問
題
は
。

村
長

　社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
が
抱
え

る
問
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問

　民
生
委
員
、
児
童
委
員
の

活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
方

策
は
。

村
長

　若
者
に
誰
が
民
生
委
員

か
、
ど
の
様
な
役
割
が
あ
る
の

か
知
ら
な
い
方
も
お
り
ま
す
の

で
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
を
行
い
活
動
し
や
す
い

環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

問

　人
口
割
統
計
で
、
村
は
自

殺
者
が
県
で
も
上
位
を
占
め
て

い
ま
す
。
自
殺
者
を
な
く
す
た

め
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
を

実
施
し
て
い
る
の
か
。

村
長

　今
年
度
か
ら
研
修
会
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、

１
回
目
と
し
て
６
月
10
日
に
津

谷
地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

問

　村
民
や
、
教
職
員
に
も
募

戸
沢
村
未
来
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
つ
い
て

集
す
る
考
え
は
。

村
長

　今
後
は
、
幅
広
く
多
く

の
方
々
を
対
象
に
研
修
会
を
実

施
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま

す
。

問

　未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
発
足
後
の
経
過
、
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長

　５
回
の
会
議
と
１
回
の

視
察
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

重
要
課
題
の
優
先
順
位
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅

や
定
住
促
進
住
宅
を
供
給
す
る

こ
と
、
財
政
難
に
つ
き
民
間
資

金
を
活
用
し
た
建
設
を
検
討
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問

　前
回
の
質
問
で
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
会
議
の
決
定
権
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
村
長
は
、
あ
く

ま
で
施
策
提
言
の
会
議
と
答
え

て
い
ま
す
が
、
今
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
か
。

村
長

　基
本
的
に
勝
手
に
で
き

る
事
業
で
は
な
い
の
で
デ
ー
タ

を
集
め
な
が
ら
、
皆
で
検
討
し

て
い
く
事
業
で
す
。

問

　後
日
、
全
員
協
議
会
で
説

明
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
外

部
か
ら
い
ろ
ん
な
話
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
ど
う
な
の
か
。

村
長

　い
ろ
ん
な
噂
も
あ
り
ま

す
が
、
言
葉
の
一
人
歩
き
に
は

惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

※

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自
殺
の
危
険
を
抱
え
た
人
に
気
づ
き
、

　
適
切
に
か
か
わ
る
人
の
こ
と
で
す
。

リフォーム後の浴室



問

　前
回
、
民
生
委
員
の
数
を

増
や
せ
な
い
か
の
質
問
で
、
民

生
児
童
委
員
協
議
会
で
審
議
し
、

県
に
要
望
を
出
し
て
い
く
と
、

答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　県
に
は
要
望
を
出
し
て

い
る
所
で
す
が
山
形
市
を
除
く

34
市
町
村
の
民
生
委
員
、
児
童

委
員
の
定
数
が
県
条
例
で
定
め

ら
れ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
の

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
で
定
数

の
増
員
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

努
め
て
行
き
ま
す
。

⑦　とざわむら議会だより　第140号 令和3年　6月定例会　⑥

一般質問

柿﨑英矢　議員

一般質問

阿部光樹　議員

問

　昨
年
度
同
時
期
と
比
較
し
、

今
年
度
の
利
用
状
況
を
伺
い
ま

す
。

持
家
住
宅
整
備
促
進
事
業

　
　
　
　
　補
助
金
に
つ
い
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
環
境

　の
課
題
及
び
自
殺
対
策
に
つ
い
て

村
長

　５
月
31
日
現
在
の
比
較

で
、
昨
年
度
は
19
件
４
２
１
１

千
円
の
補
助
金
申
請
で
、
今
年

度
は
26
件
４
８
８
９
千
円
の
受

付
で
、
７
件
６
７
８
千
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

　新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実

施
す
る
時
期
は
、
持
家
の
老
朽

化
や
新
世
代
が
後
継
し
や
す
い

様
に
な
ど
、
各
家
庭
で
決
め
て

い
ま
す
。
そ
の
家
庭
が
使
い
た

い
と
き
に
予
算
が
な
く
利
用
で

き
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　各
ご
家
庭
で
新
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
を
計
画
す
る
上
で
、

間
取
や
資
金
に
要
す
る
時
間
が

必
要
と
思
い
ま
す
。

　村
も
当
初
予
算
以
降
、
補
正

予
算
を
計
上
し
、
当
事
業
で
年

度
内
に
完
成
検
査
を
行
う
た
め
、

12
月
補
正
が
最
終
計
上
と
な
り
、

10
月
中
旬
が
補
助
申
請
最
終
期

限
と
認
識
い
た
だ
く
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

問

　戸
沢
村
に
住
み
続
け
、
県

内
や
県
外
か
ら
移
住
し
定
住
し

や
す
く
す
る
た
め
、
ま
た
、
空

き
家
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も

今
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す
い

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
事
業
内
容
、

要
綱
に
し
て
は
ど
う
か
考
え
を

伺
い
ま
す
。

村
長

　村
に
住
ま
い
の
方
な
ら

持
家
整
備
等
を
利
用
さ
れ
、
村

外
を
含
め
定
住
さ
れ
る
方
は
県

の
住
宅
支
援
制
度
を
活
用
す
る

等
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、

基
準
や
制
限
に
よ
り
利
用
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　他
人
の
財
産
に
係
る
事
業
な

の
で
、
平
等
・
公
平
が
基
本
と

捉
え
、
空
き
家
に
関
し
て
は
全

国
的
に
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

他
町
村
を
参
考
と
し
慎
重
に
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

問

　昨
年
ま
で
の
実
施
状
況
や

成
果
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　以
前
は
各
市
町
村
で
独

自
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
22
年
に
最
上
広
域
婚
活
実
行

委
員
会
を
結
成
し
て
い
ま
す
。

　新
庄
最
上
管
内
で
１
０
０
組

以
上
カ
ッ
プ
ル
を
成
立
さ
せ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
も
あ
り
応
募
者

婚
活
等
の
支
援

　
　
　事
業
に
つ
い
て

が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

問

　少
子
化
問
題
や
移
住
定
住

対
策
に
も
つ
な
が
る
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
、
婚
活
支
援
に
つ
い
て

今
後
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を

伺
い
ま
す
。

村
長

　村
と
し
て
も
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

参
加
者
が
い
な
い
の
で
村
単
独

事
業
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
当

面
は
最
上
広
域
婚
活
実
行
委
員

会
に
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

　民
生
委
員
、
児
童
委
員
の

業
務
上
抱
え
る
問
題
は
。

村
長

　社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
が
抱
え

る
問
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問

　民
生
委
員
、
児
童
委
員
の

活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
方

策
は
。

村
長

　若
者
に
誰
が
民
生
委
員

か
、
ど
の
様
な
役
割
が
あ
る
の

か
知
ら
な
い
方
も
お
り
ま
す
の

で
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
を
行
い
活
動
し
や
す
い

環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

問

　人
口
割
統
計
で
、
村
は
自

殺
者
が
県
で
も
上
位
を
占
め
て

い
ま
す
。
自
殺
者
を
な
く
す
た

め
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
を

実
施
し
て
い
る
の
か
。

村
長

　今
年
度
か
ら
研
修
会
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、

１
回
目
と
し
て
６
月
10
日
に
津

谷
地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

問

　村
民
や
、
教
職
員
に
も
募

戸
沢
村
未
来
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
つ
い
て

集
す
る
考
え
は
。

村
長

　今
後
は
、
幅
広
く
多
く

の
方
々
を
対
象
に
研
修
会
を
実

施
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま

す
。

問

　未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
発
足
後
の
経
過
、
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長

　５
回
の
会
議
と
１
回
の

視
察
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

重
要
課
題
の
優
先
順
位
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅

や
定
住
促
進
住
宅
を
供
給
す
る

こ
と
、
財
政
難
に
つ
き
民
間
資

金
を
活
用
し
た
建
設
を
検
討
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問

　前
回
の
質
問
で
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
会
議
の
決
定
権
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
村
長
は
、
あ
く

ま
で
施
策
提
言
の
会
議
と
答
え

て
い
ま
す
が
、
今
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
か
。

村
長

　基
本
的
に
勝
手
に
で
き

る
事
業
で
は
な
い
の
で
デ
ー
タ

を
集
め
な
が
ら
、
皆
で
検
討
し

て
い
く
事
業
で
す
。

問

　後
日
、
全
員
協
議
会
で
説

明
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
外

部
か
ら
い
ろ
ん
な
話
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
ど
う
な
の
か
。

村
長

　い
ろ
ん
な
噂
も
あ
り
ま

す
が
、
言
葉
の
一
人
歩
き
に
は

惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

※

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自
殺
の
危
険
を
抱
え
た
人
に
気
づ
き
、

　
適
切
に
か
か
わ
る
人
の
こ
と
で
す
。

リフォーム後の浴室



問

　村
独
自
の
持
続
化
給
付
金

の
考
え
は
。

村
長

　他
の
市
町
村
に
先
駆
け

て
、
村
内
事
業
者
を
支
援
し
て

れ
ば
蔵
岡
、
真
柄
、
古
口
、
猪

ノ
鼻
地
区
の
堤
防
は
現
状
で
良

い
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　ハ
ー
ド
物
は
国
、
県
で

や
る
し
か
な
い
。
県
全
体
で
流

域
地
区
を
考
え
、
今
後
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問

　再
度
金
打
坊
地
区
で
洪
水

被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
農
業

従
事
者
で
負
担
し
て
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　県
、
国
交
省
、
農
水
省

を
含
め
た
全
体
で
行
わ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
ど
う
あ
る
べ

き
か
国
、
県
に
今
後
の
在
り
方

を
含
め
要
望
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。

き
ま
し
た
。

　今
年
度
、
感
染
防
止
対
策
の

リ
ス
ク
を
考
え
「
と
ざ
わ
旬
の

市
」
は
中
止
と
し
ま
し
た
が
、

白
糸
の
滝
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
、
ぽ

ん
ぽ
館
で
の
「
と
ざ
わ
Ｍ
Ｕ
Ｒ

Ａ
市
」
を
引
き
続
き
開
催
、
加

え
て
、
県
内
デ
パ
ー
ト
、
道
の

駅
や
生
協
な
ど
に
出
か
け
物
産

の
出
店
を
計
画
。
な
お
、
今
後

の
感
染
状
況
は
予
想
が
で
き
な

い
と
こ
ろ
で
、
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
に
な

っ
た
場
合
は
、
事
業
者
へ
の
直

接
的
な
支
援
を
考
え
て
ゆ
き
ま

す
。

問

　本
村
の
農
業
従
事
者
が
高

齢
化
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
を
図
る
う
え
で
、
担

い
手
の
育
成
が
大
切
な
一
つ
と

考
え
ま
す
。
担
い
手
の
育
成
を
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

村
長

　「
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
」
や
「
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
事
業
」
に
お

け
る
話
し
合
い
の
場
に
お
い
て
、

各
地
域
に
お
け
る
担
い
手
の
確

保
や
育
成
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

は
担
い
手
と
な
る
農
業
者
へ
の

農
地
の
集
積
や
集
約
な
ど
話
し

合
い
、
各
地
域
の
担
い
手
に
対

し
て
、
支
援
策
の
提
案
や
相
談

等
の
対
応
を
村
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
若
手
農
業
者
の
組
織

と
し
て
現
在
会
員
21
名
で
「
戸

沢
村
青
年
農
業
者
協
議
会
」
を

運
営
し
、
今
後
の
村
の
農
業
に

つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
り
、

先
進
地
視
察
等
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問

　昨
年
７
月
に
発
生
し
た
豪

雨
災
害
は
、
本
流
最
上
川
が
増

水
し
て
県
内
に
大
き
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
村
で
も
一
時

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
古
口

の
特
殊
堤
防
が
危
険
な
状
況
に

な
り
ま
し
た
。
７
月
の
豪
雨
は

支
流
鮭
川
が
増
水
し
な
か
っ
た

か
ら
最
小
限
で
済
ん
だ
災
害
と

思
い
ま
す
。
現
在
、
最
上
川
上

流
部
で
築
堤
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
支
流
、
鮭
川
が
増
水
し
築

堤
工
事
が
上
流
部
で
進
め
ら
れ
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小野　宏　議員

新
生
戸
沢
村
立
戸
沢
学
園
に
つ
い
て

問

　昨
年
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
事

業
で
の
売
り
上
げ
状
況
と
回
数

は
。

村
長

　昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
各
イ
ベ
ン

ト
を
中
止
、
新
た
な
試
み
と
し

て
「
と
ざ
わ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
市
」
を

開
催
、
高
麗
館
、
舟
番
所
、
白

糸
の
滝
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
を
会
場

に
57
事
業
所
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
物
産
販
売
を
行
い
、
売
り

上
げ
は
１
０
０
万
円
程
度
と
な

り
、
代
替
え
事
業
と
し
て
収
入

の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て

　村
の
対
応
は
万
全
か

問

　戸
沢
村
立
戸
沢
学
園
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

教
育
長
も
４
月
１
日
よ
り
再
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
２
期
目
に
あ

た
り
、
教
育
長
自
身
の
思
い
や

意
気
込
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長

　村
民
総
が
か
り
で
教

育
に
か
か
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
か
ら
、
２
期
目
は
、
村

民
み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
て
て

い
く
環
境
を
ど
う
創
る
か
を
大

き
な
テ
ー
マ
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
い
る
い
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
子
ど
も
の
教
育
に
か
か

わ
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
る

か
を
検
討
し
施
策
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　具
体
的
に
３
点
申
し
上
げ
ま

す
。
１
点
目
、
幼
児
に
つ
い
て

は
、
教
育
・
保
育
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
幼
児
教
育
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
ど
う
す
る
か
。
２

点
目
、
大
人
に
つ
い
て
は
、
文

化
活
動
の
す
そ
野
を
広
げ
て
い

き
た
い
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

を
充
実
さ
せ
て
、
文
化
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
３
点
目
と
し
て
、
少
子

化
の
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に

つ
い
て
も
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　学
校
は
心
技
体
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
成
長
が
大
き
な
目
標

と
考
え
ま
す
。
戸
沢
村
立
戸
沢

学
園
に
は
県
内
外
に
誇
れ
る
学

校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
教
育
長
の
思
い
を
伺
い
ま

す
。

教
育
長

　誇
れ
る
学
校
に
し
た

い
と
い
う
思
い
は
、
誰
よ
り
も

強
く
持
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

学
園
の
め
ざ
す
学
校
像
を
、

「
伸
び
ゆ
く
子
・
志
の
高
い
教

師
・
視
野
の
広
い
親
が
集
う
学

校
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

学
校
像
の
最
終
目
標
で
あ
る

「
伸
び
ゆ
く
子
」
が
た
く
さ
ん

い
る
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
何
事
に
も
意
欲
の

あ
る
子
を
育
て
れ
ば
、
い
じ
め

も
不
登
校
も
な
い
学
校
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
学
力
向
上
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
結
果
と
し
て
の
学

力
も
大
事
で
す
の
で
、
今
後
と

も
学
校
を
し
っ
か
り
と
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

　４
月
に
開
校
し
た
戸
沢
村

立
戸
沢
学
園
の
現
状
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

教
育
長

　義
務
教
育
学
校
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ
て
、

生
徒
の
思
い
を
新
生
戸
沢
学
園

と
い
う
言
葉
に
う
ま
く
乗
せ
る

こ
と
が
で
き
、
生
き
生
き
と
し

た
姿
が
見
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　課
題
と
し
て
は
、
不
登
校
傾

向
の
生
徒
と
特
別
な
支
援
が
必

要
な
子
へ
の
対
応
で
す
。
不
登

校
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
定
期
的
な
保
護

者
面
談
、
特
別
支
援
の
必
要
な

子
へ
は
、
教
育
支
援
講
師
で
の

一
対
一
で
の
対
応
を
含
め
、
学

校
全
体
で
丁
寧
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
学
校
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
捉

え
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　今
、
学
校
は
校
長
を
中
心
に

１
つ
の
組
織
と
し
て
、
丁
寧
な

対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
も
学
校
と
一

緒
に
コ
ロ
ナ
過
を
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
と
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市川教育長

戸沢村立戸沢学園授業の様子

「とざわMURA市」物産販売

イ
ベ
ン
ト
中
止
に
よ
る
支
援
策
は

村
の
農
業
振
興
策
は

災害復旧後の金打坊地区農地



問

　村
独
自
の
持
続
化
給
付
金

の
考
え
は
。

村
長

　他
の
市
町
村
に
先
駆
け

て
、
村
内
事
業
者
を
支
援
し
て

れ
ば
蔵
岡
、
真
柄
、
古
口
、
猪

ノ
鼻
地
区
の
堤
防
は
現
状
で
良

い
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　ハ
ー
ド
物
は
国
、
県
で

や
る
し
か
な
い
。
県
全
体
で
流

域
地
区
を
考
え
、
今
後
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問

　再
度
金
打
坊
地
区
で
洪
水

被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
農
業

従
事
者
で
負
担
し
て
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　県
、
国
交
省
、
農
水
省

を
含
め
た
全
体
で
行
わ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
ど
う
あ
る
べ

き
か
国
、
県
に
今
後
の
在
り
方

を
含
め
要
望
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。

き
ま
し
た
。

　今
年
度
、
感
染
防
止
対
策
の

リ
ス
ク
を
考
え
「
と
ざ
わ
旬
の

市
」
は
中
止
と
し
ま
し
た
が
、

白
糸
の
滝
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
、
ぽ

ん
ぽ
館
で
の
「
と
ざ
わ
Ｍ
Ｕ
Ｒ

Ａ
市
」
を
引
き
続
き
開
催
、
加

え
て
、
県
内
デ
パ
ー
ト
、
道
の

駅
や
生
協
な
ど
に
出
か
け
物
産

の
出
店
を
計
画
。
な
お
、
今
後

の
感
染
状
況
は
予
想
が
で
き
な

い
と
こ
ろ
で
、
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
に
な

っ
た
場
合
は
、
事
業
者
へ
の
直

接
的
な
支
援
を
考
え
て
ゆ
き
ま

す
。

問

　本
村
の
農
業
従
事
者
が
高

齢
化
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
を
図
る
う
え
で
、
担

い
手
の
育
成
が
大
切
な
一
つ
と

考
え
ま
す
。
担
い
手
の
育
成
を
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

村
長

　「
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
」
や
「
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
事
業
」
に
お

け
る
話
し
合
い
の
場
に
お
い
て
、

各
地
域
に
お
け
る
担
い
手
の
確

保
や
育
成
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

は
担
い
手
と
な
る
農
業
者
へ
の

農
地
の
集
積
や
集
約
な
ど
話
し

合
い
、
各
地
域
の
担
い
手
に
対

し
て
、
支
援
策
の
提
案
や
相
談

等
の
対
応
を
村
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
若
手
農
業
者
の
組
織

と
し
て
現
在
会
員
21
名
で
「
戸

沢
村
青
年
農
業
者
協
議
会
」
を

運
営
し
、
今
後
の
村
の
農
業
に

つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
り
、

先
進
地
視
察
等
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問

　昨
年
７
月
に
発
生
し
た
豪

雨
災
害
は
、
本
流
最
上
川
が
増

水
し
て
県
内
に
大
き
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
村
で
も
一
時

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
古
口

の
特
殊
堤
防
が
危
険
な
状
況
に

な
り
ま
し
た
。
７
月
の
豪
雨
は

支
流
鮭
川
が
増
水
し
な
か
っ
た

か
ら
最
小
限
で
済
ん
だ
災
害
と

思
い
ま
す
。
現
在
、
最
上
川
上

流
部
で
築
堤
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
支
流
、
鮭
川
が
増
水
し
築

堤
工
事
が
上
流
部
で
進
め
ら
れ
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一般質問

岡田孝一　議員

一般質問

小野　宏　議員

新
生
戸
沢
村
立
戸
沢
学
園
に
つ
い
て

問

　昨
年
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
事

業
で
の
売
り
上
げ
状
況
と
回
数

は
。

村
長

　昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
各
イ
ベ
ン

ト
を
中
止
、
新
た
な
試
み
と
し

て
「
と
ざ
わ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
市
」
を

開
催
、
高
麗
館
、
舟
番
所
、
白

糸
の
滝
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
を
会
場

に
57
事
業
所
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
物
産
販
売
を
行
い
、
売
り

上
げ
は
１
０
０
万
円
程
度
と
な

り
、
代
替
え
事
業
と
し
て
収
入

の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て

　村
の
対
応
は
万
全
か

問

　戸
沢
村
立
戸
沢
学
園
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

教
育
長
も
４
月
１
日
よ
り
再
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
２
期
目
に
あ

た
り
、
教
育
長
自
身
の
思
い
や

意
気
込
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長

　村
民
総
が
か
り
で
教

育
に
か
か
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
か
ら
、
２
期
目
は
、
村

民
み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
て
て

い
く
環
境
を
ど
う
創
る
か
を
大

き
な
テ
ー
マ
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
い
る
い
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
子
ど
も
の
教
育
に
か
か

わ
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
る

か
を
検
討
し
施
策
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　具
体
的
に
３
点
申
し
上
げ
ま

す
。
１
点
目
、
幼
児
に
つ
い
て

は
、
教
育
・
保
育
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
幼
児
教
育
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
ど
う
す
る
か
。
２

点
目
、
大
人
に
つ
い
て
は
、
文

化
活
動
の
す
そ
野
を
広
げ
て
い

き
た
い
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

を
充
実
さ
せ
て
、
文
化
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
３
点
目
と
し
て
、
少
子

化
の
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に

つ
い
て
も
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　学
校
は
心
技
体
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
成
長
が
大
き
な
目
標

と
考
え
ま
す
。
戸
沢
村
立
戸
沢

学
園
に
は
県
内
外
に
誇
れ
る
学

校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
教
育
長
の
思
い
を
伺
い
ま

す
。

教
育
長

　誇
れ
る
学
校
に
し
た

い
と
い
う
思
い
は
、
誰
よ
り
も

強
く
持
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

学
園
の
め
ざ
す
学
校
像
を
、

「
伸
び
ゆ
く
子
・
志
の
高
い
教

師
・
視
野
の
広
い
親
が
集
う
学

校
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

学
校
像
の
最
終
目
標
で
あ
る

「
伸
び
ゆ
く
子
」
が
た
く
さ
ん

い
る
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
何
事
に
も
意
欲
の

あ
る
子
を
育
て
れ
ば
、
い
じ
め

も
不
登
校
も
な
い
学
校
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
学
力
向
上
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
結
果
と
し
て
の
学

力
も
大
事
で
す
の
で
、
今
後
と

も
学
校
を
し
っ
か
り
と
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

　４
月
に
開
校
し
た
戸
沢
村

立
戸
沢
学
園
の
現
状
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

教
育
長

　義
務
教
育
学
校
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ
て
、

生
徒
の
思
い
を
新
生
戸
沢
学
園

と
い
う
言
葉
に
う
ま
く
乗
せ
る

こ
と
が
で
き
、
生
き
生
き
と
し

た
姿
が
見
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　課
題
と
し
て
は
、
不
登
校
傾

向
の
生
徒
と
特
別
な
支
援
が
必

要
な
子
へ
の
対
応
で
す
。
不
登

校
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
定
期
的
な
保
護

者
面
談
、
特
別
支
援
の
必
要
な

子
へ
は
、
教
育
支
援
講
師
で
の

一
対
一
で
の
対
応
を
含
め
、
学

校
全
体
で
丁
寧
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
学
校
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
捉

え
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　今
、
学
校
は
校
長
を
中
心
に

１
つ
の
組
織
と
し
て
、
丁
寧
な

対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
も
学
校
と
一

緒
に
コ
ロ
ナ
過
を
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
と
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市川教育長

戸沢村立戸沢学園授業の様子

「とざわMURA市」物産販売

イ
ベ
ン
ト
中
止
に
よ
る
支
援
策
は

村
の
農
業
振
興
策
は

災害復旧後の金打坊地区農地
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伴

　
６
月
28
日
午
後
７
時
か
ら
、
戸
沢

村
女
性
消
防
隊
に
よ
っ
て
火
の
用
心

の
声
か
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
沢
内
地
区
で
の
ぼ
り
旗
を
持
ち
、

拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
歩
き

途
中
住
民
に
声
を
か
け
な
が
ら
活
動

し
ま
し
た
。

　
年
々
、
消
防
団
員
数
が
減
少
し
て

予
防
活
動
も
大
変
で
す
が
、
災
害
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
６
月
27
日
、
第
10
回
議
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
優
勝
者
は
庄
司
初
江
さ
ん
で
、
昨
年
に

引
き
続
き
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
行
動
が
制
限
さ
れ
、
そ
れ
に

い
経
済
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
大
変
な
状
況
下
で
も
、

助
け
合
っ
て
こ
の
困
難
を
乗
り
超
え
よ

う
と
す
る
姿
勢
に
感
動
し
ま
し
た
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
ア
ス
リ

ー
ト
の
、
ど
ん
な
状
況
で
も
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
前
進
す
る
姿
勢
に
感
動
。

　
ガ
ン
バ
レ
！

　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
健
一

表
紙
の
言
葉

議会傍聴のお知らせ

9月9日㈭～15日㈬

本議会は、インターネットでもご覧
いただけます。詳しくは議会事務局
☎72-2113にお問い合せください。

次の定例会の予定は下記のとおりです。

豊かな自然に四季のかおりと舟唄のこだまする村をつくろう

2021 №140
2021年６月定例会

2021 №140
6月定例会

3p
4～9p

補正予算 総額39億7,300万円に

第2回戸沢村議会臨時会　常任委員会報告　議会日誌
村政を問い正す！ 避難所設営時の感染症対策は……5議員登壇

10p

2p 1億1,100万円を可決

戸沢村女性消防隊火災予防活動

2021 №140

結婚記念日／2021年2月22日 

裕樹さん、
温美さん、ご結婚

おめでとうございます！
たくさんの幸せを
みつけてね！

〔趣味〕カラオケ、ドライブ
〔好きな食べ物〕高麗館のチヂミ
〔出会い〕職場の同僚

花嫁さんの
ひとこと

第37回

蔵 岡 柳 田 裕 樹さん ・ 温 美さん
枝 音くん

　　真室川町からお嫁に来まし
た。これからどんなことがある
のかと、わくわくしています。
どうか今後とも柳田ファミリー
をよろしくお願いします。

花嫁さんに乾杯 表紙の言葉・編集後記

戸沢村女性消防隊火災予防活動

ゆ う き あ つ み

し お ん

柳田裕樹さん&温美さん夫婦（蔵岡）


